
工芸／漆、炭粉、銀粉／h803×w1167×d50mm

帆船「海王丸」の船内から見える風景
を漆の墨絵研切蒔絵という技法で表
現しました。
墨絵研切蒔絵は研出蒔絵で墨絵を
表現したもので、銀粉と砂糖を炭化
した炭粉を使用しています。銀粉を明
色、炭粉を暗色としてグラデーション
を作り表現しました。
また、銀の白と炭粉の黒の他に青の
色漆を使用し海王丸から見る風景の
爽やかさを演出しました。　

墨絵研切蒔絵「海王丸から望む風景」

美術・工芸コース
今西菜緒
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工芸／乾漆、変わり塗り、漆、麻布、発泡スチロール、金属箔／h800×w1600×d800mm

荒れた日本海を初めて実際に見て、
人間が太刀打ちできない圧倒的な自
然のエネルギーを感じました。
波が勢いよく他の波や岩と激しくぶ
つかり、砕けていくように頭の中で
いっぱいになっている不安も全て飲
み込んで打ち消して欲しいという願
いを込めて作品を制作しました。

怒涛

美術・工芸コース
松原奈美
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立体造形／漆、麻布、炭粉／h150×w200×d300mm

かえるの色
漆を用いた生物の表現の研究

美術・工芸コース
松宮菜美子
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美術／漆、パン、木材／h900×w1200×d450mm

漆の抗菌作用に興味を持ち、食べ物
であるパンに漆を塗ってみたいと
思った。

パンと漆それぞれの性質について研
究し、パンの形を漆で保持できるよ
うになった。

また、はじめは食パンなど市販のパン
で制作をしていたが、制作する中で、
パンの膨らんでできる形にも魅力を
感じ、自分でパンを作るようになった。
発酵することによって意図したとおり
にならないことを含め、この素材の魅
力が活きるかたちを模索した。

膨らむ
小麦粉を素材とした漆器素地の研究

デザインコース
柴田紗英
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工芸／乾漆、漆、麻布、炭粉／h145×w285×d190mm（他１3点）

石に花咲く。現実ではありえないこと
も、想像すれば、創造できます。

乾漆技法を用いた花器。自然から切
り取った草花を活かすためには、それ
を生ける器にも自然の美しさを感じ
させることだと私は考える。生活空間
をより彩り、癒やされ、小さな幸せで
満たされますように。

乾漆花器  「石に花」

デザインコース
髙野美咲
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立体造形（漆）／麻布、卵殻、炭粉、乾漆粉、黒蝶貝、琥珀、金箔／h500×w250×d270mm(他６点、絵画２点)

美術館に出入りできるのは人間だけ
ですが、もしも人間以外の別の生き
物が美術館に来ることができたら？と
いう想像を叶えた作品です。
ペンギンたちが美術館で見ているの
は、自分たちの歴史が描かれた絵画
です。かつて天敵が待ち構える海に
飛び込み、命がけで魚を取っていたこ
とや、人間に飼育されていた時代が
あったことを伝えています。「ここから
安全な場所に引っ越してきて、今の
君たちがいるんだよ。」そんな話をよ
そに、ペンギンたちは他の作品が気に
なるようです。
美術館に行く、作品を見る、何かを伝
える。私たちがしているこの行動が、
私たち人間だけのものじゃなくなる、
そんな時が遥か先の未来、いつか来
るかもしれません。

１年いわし組、美術館に行く

美術・工芸コース
小林愛花

コンセプチュアルアート／書／h1935×w445mm（４点）

「マスク」は元来、冬の季語である。し
かし今日の状況を見れば、もはや季
語としての役割は失い、四季を問わ
ず等しく日常に溶け込んでいる。ここ
では、春夏秋冬それぞれの季語とと
もに、あえて「マスク」という語を取り
入れ俳句を提示する。見かけはよくあ
る掛け軸の風景だが、俳句が持つ
「気づきの力」によって、私たちの日常
に内在する不可逆性や反日常性を浮
かび上がらせる。

【掲出句】
光る風あつめて淡き色マスク
マスク越しバニラアイスはぷかと浮く
銀杏散る枝にマスクは揺れたまま
玉風のあたる漁師のマスク白し

新常態句四幅対

美術・工芸コース
藤澤圭弥
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漆工芸／漆、鮑貝、麻布、針金、銀粉、和紙、砂糖乾漆粉／h600×w350×d350mm

装身具の人を美しく見せるという役
割に注目して制作した。自身が最も美
しいと感じる自然の造形をモチーフと
し、漆による加飾方法を用いてその役
割の実現を目指す。装身具は人が身
につけることで一つの作品として成り
立つ。自然の美しさを身につけること
で、外見や気持ちの変化を楽しんで
ほしい。

to you
自然の造形を用いた漆装身具の研究

美術・工芸コース
酒井日向

工芸／乾漆、漆、麻布／h132×w160×d360mm

呂色塗乾漆合子 「大海をゆく」

デザイン工芸コース
前田詩織
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工芸／漆、麻布、鮑貝、卵殻、金粉／h210×w150×d140mm

中国には再生を表す四字熟語がある。
「涅槃重生」「鳳凰涅槃」「浴火重生」
という三つの四字熟語は、瀕死の鳳
凰は火の中に身を投げ、巨大な苦痛
を受けた後、火を浴びて生まれ変わ
り、昇華することである。
もし今、逆境の中にいて苦しんでいる
ならば、私が作るお面を身につける事
で、かつて弱っていた自分を破って、
鳳凰のように生まれ変わっていく事
を願う。そのために、私は「火」を面の
造形のモチーフとして、再生の意味を
込めた。人生が落ち込んでいるときも、
希望を失わない。最後は灰の中から
もっと良い自分に生まれ変わる。
お面の造形では、「火」をモチーフに
三猿の教え(見ざる、聞かざる、言わ
ざる)の意を借用して目、耳、口を隠し
た。正しい判断、ポジティブな選択、
楽観的な態度を表現しようと考えた。

浴火重生
お面の装身具としての現在の在り方について

芸術文化学研究科
林倩

工芸、立体造形／漆、樹脂、螺鈿／h100×w150×d120mm×2（他7点）

わたる

芸術文化学研究科
袁星来
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工芸／はんこ蒔絵、漆、麻布、銀消粉／h80×w400×400mm（他6点）

はんこ蒔絵による加飾の研究をテー
マに家族で使う普段使いの食器を制
作しました。

器に施した加飾には私の地元、香川
県が面している瀬戸内海の穏やかな
海を表現しました。

器に映る瀬戸内海の風景に注目して
いただければと思います。

はんこ蒔絵と呼ばれるゴム印を用いた装飾の研究　『凪』

デザイン工芸コース
太田博
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工芸／変わり塗り、漆、布／h320×w560mm（他6点）

大学で漆芸を学ぶ中、最も興味を
持った変わり塗り技法を用いて壁に
かける飾り皿を制作しました。

作品は飾り皿7点を制作しました。小
さい皿にはそれぞれに1つづつ異な
る技法の変わり塗を用い、大皿には
それら6つの変わり塗りを併用して制
作しました。また、モチーフには大学
生活の中で身近に感じた植物である
葛を選び、その生命力の強さや自由
な動きを表現しました。

それぞれ異なる質感、表現を持った
飾り皿を楽しんでいただけると幸い
です。

変わり塗りを用いた平面表現の研究　「変わり塗飾り皿『葛』」

デザイン工芸コース
大野弓音
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